
（１）「きれいな街づくり」基本構想策定業務の委託業
者の決定について

４．事業戦略委員会より
（１）組合中期ビジョン「きれいな街づくり」の推進に

ついて
（２）キマッシマークの商標登録の更新について
５．事務局より
（１）金沢商人塾について
（２）厚生年金基金説明会の開催について

●２日～５日、９日～11日　　生活習慣病予防健診
【一般健診】　35社　297名受診
【付加健診】　９社　17名受診
【簡易ドック】　16社　65名受診
【日帰り人間ドック】　11社　28名受診
●25日～27日　健康診断　５１社　514名受診

●３日　理事会
１．総務委員会より
（１）４月～６月の収支報告について
（２）景況調査の集計結果について
（３）集団健康診断の実施について
（４）運転資金特別融資について
（５）緊急貸出制度について
（６）組合員の入退会について
（７）問屋神社秋季例祭について
２．厚生委員会より
（１）コロナワールド映画特別鑑賞券の販売中止につ

いて
（２）ポップサーカス前売券の販売について
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問屋町街角アートパークコンペティションを開催
上海視察研修
うちのキラリンさん
第７期「金沢商人塾」開講式＆例会報告
バトンエッセー
第６回キマッシカップ オープンゴルフ開催
第５回キマッシカップ ボウリング開催
第３６回商社対抗 ソフトボール大会開催
事務局だより

　最近、メディア等で中国脅威論が盛んに叫ば
れていますが、中国との貿易抜きにはビジネス
を考えられない身としては心穏やかではいら
れません。身の回りにあふれる中国製品と、対
中輸出によって潤う製造業の現状をみると、い
かにそれに負うところが多いかを考えさせら
れます。
　貿易面での対中国比率は2009年ですで
に総貿易額の20％を超え、今年度はさらに高
くなるのは確実のようです。多くの経営指南書
は「ひとつの取引先に集中してはいけない、全
体の20％程度に抑えるべきである」と説いて
います（机上での原則論ですが）。
　さて、今中国全体をひとつの取引先としてと
らえると、リスクを分散するために現在の取引
を制限する方向に向かうべきか、一極集中のリ
スクを補って余りある利益があると見るか、い
ずれかの選択を迫られているような気がしま
す。
　それにしても一衣帯水※とはよく言ったも
ので、川幅が狭ければ対岸の火事でも我が家
に燃え移る危険があるということですね。

 （Ｋ．Ｍ）
※一衣帯水…『南史』出典。一筋の帯のように細い川や
　海峡を隔てて近接していること。中国との国交が正常
　化して交流が始まった頃から盛んに使われるように
　なった。

6

8

9

7

●３日　理事会
１．総務委員会より
（１）集団健康診断の実施について
（２）緊急貸出制度について
（３）第47回通常総会について
２．厚生委員会より
（１）ポップサーカスの前売券の販売について
（２）新入社員フォローアップ研修の実施について
３．事業戦略委員会より
（１）金沢美術工芸大学との協定書締結について
（２）広報誌第108号の発行について
４．開発プロジェクトチームより
（１）しんきんビジネスフェア「北陸ビジネス街道

2010」の参加補助について
５．事務局より
（１）金沢商人塾について
（２）組合員の従業員数調査結果について
（３）理事のためのＱ＆Ａ（役割と責任）の配布につい

て
（４）緊急連絡先の名簿作成について

●８日　新入社員フォローアップ研修（１回目）
●21日　理事会
１．総務委員会より
（１）景況調査について
（２）集団健康診断の実施について
２．組合運営委員会より
（１）会館、防犯灯の修繕等について
（２）組合会館の収支報告について
３．開発プロジェクトチームより

（３）営業マン研修の開催について
（４）リテールサポート研修のニーズ把握のためのアン

ケート調査について
（５）第６回キマッシカップ・オープンゴルフについて
（６）第36回商社対抗ソフトボール大会について
（７）第５回キマッシカップ・ボウリングについて
３．組合運営委員会より
（１）町内一斉清掃について
（２）共同駐車場の整備について
４．事業戦略委員会より
（１）北陸鉄道バス車内放送について
（２）組合中期ビジョン「きれいな街づくり」の推進に

ついて
５．青年部会より
（１）８月定例会について
（２）視察及び10月定例会について
６．事務局より
（１）全国卸商業団地厚生年金基金理事会・代議員会

報告について
（２）金沢市副都心北部直江土地区画整理事業につい

て
（３）第３回石川県新人学童野球選手権大会の開催と

当組合の支援について
（４）金沢商人塾第７期開講式、並びに第１回例会の結

果報告と第２回例会について
（５）経営の参考となる著名人の講演ＣＤ追加購入分

の貸出について
（６）祠の移設について
（７）湯涌温泉観光協会からのお知らせについて
●29日　町内一斉清掃
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街なかTOPICS街なかTOPICS 北陸銀行金沢問屋町支店

　移転のため、今年３月から建設が進められてき
ました北陸銀行金沢問屋町支店の新店舗が10
月19日（火）に完成し、竣工式が行われました。
　新しく移設された場所はご存じのとおり、旧第
11共同駐車場跡地です。建物は周辺環境と調和
し、エコにも対応した近代的なもので、建物の中
にはアートギャラリーなども設けられています。

北陸銀行金沢問屋町支店の新店舗が完成！
アートギャラリーを併設し、
エコにも配慮

瓦屋根としっくい壁を使用した外観、太陽光パ
ネルを用いてエコにも対応している。

き
れ
い
な
街
づ
く
り

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ア
ー
ト
」



清
掃
活
動
＆
組
合
員

社
員
交
流
会
を
開
催

　
８
月
29
日（
日
）に
青
年
部
会
メ
ン

バ
ー
、Ｏ
Ｂ
、経
営
者
・
従
業
員
な
ど
、

総
勢
84
名（
う
ち
子
ど
も
19
名
）が
参

加
し
て
、町
内
の
清
掃
活
動
＆
組
合

員
社
員
交
流
会
を
実
施
し
た
。

　

朝
８
時
に
き
ま
っ
し
広
場
に
集
合

し
、活
動
主
旨
、清
掃
の
役
割
分
担
な

ど
の
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、５
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
町
内
を
約
１
時

間
か
け
て
清
掃
し
た
。日
々
清
掃
活

動
を
さ
れ
て
い
る
商
社
も
あ
り
、集
ま

っ
た
ゴ
ミ
は
雑
草
が
大
半
を
占
め

た
。

　

掃
除
の
後
は
各
々
き
ま
っ
し
広
場

に
戻
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
て
参

加
者
同
士
交
流
を
図
っ
た
。

下
鉄
も
移
動
手
段
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ

れ
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
一
つ
の
町
の
よ
う
な
ス
ケ
ー

ル
で
あ
っ
た
。

　
も
う
一
つ
驚
い
た
の
は
来
場
者
数
で
あ

る
。
私
達
の
行
っ
た
日
は
空
い
て
い
た
よ

う
だ
が
、
入
場
者
数
約
36
万
人
。
そ
の
前

日
は
中
国
の
休
日
で
、
過
去
最
高
記
録
の

63
万
人
だ
っ
た
そ
う
だ
。
数
字
だ
け
で
は

想
像
し
に
く
い
が
金
沢
市
の
人
口
が
約
46

万
人
、
１
日
に
ほ
と
ん
ど
の
金
沢
市
民
が
入

場
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
と
ん

で
も
な
く
多
く
の
人
が
日
々
訪
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
来
場
者
の
多
さ
に
、

さ
す
が
中
国
と
改
め
て
感
じ
た
。

　
大
き
な
敷
地
の
中
に
様
々
な
国
、
産
業
、

都
市
な
ど
の
特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
パ
ビ

リ
オ
ン
が
所
狭
し
と
建
ち
並
び
、
会
場
の

中
は
異
空
間
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
私
た

ち
の
ガ
イ
ド
を
務
め
て
頂
い
た
方
は
全
パ

ビ
リ
オ
ン
に
入
っ
た
ら
し
い
が
、
要
し
た

時
間
は
な
ん
と
２
週
間
。
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
を
、
こ
れ
で
ご
理
解
頂
け
る
と
思
う
。

私
た
ち
は
そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
国
の
パ

ビ
リ
オ
ン
に
入
っ
た
が
、
説
明
の
ほ
と
ん

ど
は
英
語
か
中
国
語
。
自
分
の
語
学
力
の

無
さ
を
痛
感
し
な
が
ら
、
必
死
に
カ
メ
ラ

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
ま
わ
っ
た
。
文

字
は
読
め
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
触
っ
て

体
験
で
き
る
ブ
ー
ス
や
映
像
を
観
る
ブ
ー

ス
で
は
、
各
国
の
特
産
物
や
文
化
、
ま
た

最
新
の
技
術
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

　
さ
て
、
今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
上
海

万
博
で
最
先
端
の
技
術
や
各
国
の
文
化
に

触
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
発
展
し
つ
づ
け

る
中
国
の
経
済
や
街
の
雰
囲
気
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
上
海
万
博
で
は
、
入
場
す
る
前
か
ら
さ

す
が
中
国
と
驚
か
さ
れ
た
。
な
ん
と
い
っ

て
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
！
会
場
内
に
電

動
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
走
り
、
会
場
内
を

流
れ
る
大
き
な
川
を
渡
る
フ
ェ
リ
ー
や
地

貴
重
な
経
験
が
で
き
た
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
上
海
の
観
光
地
に

も
出
か
け
た
。
上
海
の
街
並
み
は
想
像
以

上
に
立
派
な
都
会
だ
っ
た
。
街
を
歩
く
若

者
は
お
し
ゃ
れ
で
、
携
帯
電
話
や
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
を
持
ち
歩
き
、
東
京
と
な
ん
ら
変
わ
ら

な
い
様
子
だ
。
自
分
勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
で
、

ど
こ
か
で
「
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
日
本
の
方
が
発
展
し
て
い
る
」

と
思
っ
て
い
た
が
、
同
等
か
、
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
上
海
の
ほ
う
が…

。
15
年
前
は
ま

だ
発
展
途
上
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
も
う
完

全
に
世
界
屈
指
の
大
都
市
だ
。
そ
の
発
展

の
ス
ピ
ー
ド
に
正
直
驚
か
さ
れ
た
。

　
様
々
な
意
味
で
注
目
さ
れ
、
活
力
あ
る

中
国
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
視

察
だ
っ
た
。
東
京
と
は
ま
た
少
し
違
う
雰

囲
気
を
持
ち
、
と
に
か
く
活
気
が
あ
っ
た
。

人
口
が
多
い
か
ら
な
の
か
、
万
博
期
間
中

だ
か
ら
な
の
か
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、

ま
だ
ま
だ
発
展
し
そ
う
な
雰
囲
気
が
あ
っ

た
。
そ
れ
を
体
感
で
き
た
だ
け
で
も
今
回

の
視
察
の
目
的
は
達
成
で
き
た
と
思
う
。

　
今
回
、
上
海
万
博
期
間
中
と
い
う
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
視
察
が
で
き
た
こ
と
は
、

非
常
に
良
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
ン
さ
ん

問
屋
町
に
お
勤
め
の

元
気
な
社
員
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す

う
ち
の株式会社トミキライフケア

高野 剛さん

「ありがとう」の
声に励まされて

　介護の現場のニーズに応え
て、あらゆる分野の福祉機器、
介護用品を扱っています。例え

ば車椅子一つとっても、手こぎに電動、サイズや機能も
いろいろ。ご本人や介護の状況、生活環境などを考えて
何機種かを提案し、試して納得した上でご利用いただく
という営業スタイルですが、「本当にありがとう」の声に
励まされます。
　入社した平成10年は介護保険の施行直前！大変な時
期でしたが、勉強に加えて営業を通した実務経験を積む
ことができ、それがケアマネージャーの資格取得につな
がりました。だから、日々の業務の中で起きる負のこと
も何かにつながるとプラス思考で頑張っています。

丸与商事株式会社
坂本 純平さん

加賀友禅を
将来に残したい

　石川の伝統産業である加賀
友禅に製造からかかわりたいと
いう希望がかない、９年前に配

属になりました。年２回の発表会で新作を提案するほか、
毎月京都で行う販売会でデザインや企画の相談に応じる
など、お客様のニーズに沿ったモノづくりを心がけていま
す。着物の市場規模が縮小しているのは事実ですが、全
国的に知名度が高い加賀友禅には、まだまだ商売のやり
方はあります。流行の変化やグローバル化なども念頭に、
固定観念を捨てた発想も必要かもしれません。
　作家さんと相談しながら加賀友禅のブランド価値を高
める良い作品を作り将来に残していく、そのための担い手
でありたいと願っています。

発
展
す
る
中
国
の
勢
い
を
体
感
！

（
株
）
キ
ョ
ー
・
エ
イ　

鍋
山 

弘
道

上
海
視
察
研
修

尖
閣
諸
島
問
題
で
日
中
関
係
が
最
悪
の
状
況
だ
っ
た
９
月
24
日
（
金
）
、
３
泊
４
日

で
上
海
視
察
へ
と
出
発
し
た
。
出
か
け
る
前
日
に
は
、
中
国
で
日
本
人
４
人
が
拘
束

さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
き
、
時
期
が
時
期
だ
っ
た
だ
け
に
、
多
く
の
方
々
に
ご
心

配
お
か
け
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
し
た
い
。

個性的なパビリ
オンが建ち並ぶ。

一つの町を思わせる
スケール感。

上
海
、
そ
の
活
力
と

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

想像以上のスピー
ドで発展する上海。

冨木理事長より表彰状が贈られた。

総評を述べる蜂谷審査委
員長。

豪快に肉を焼きな
がら楽しく交流。

青空の下、汗をか
くのも気持ちいい！

問屋町街角アートパーク
コンペティションを開催

今
年
度
中
に
施
工
の
予
定

　

10
月
11
日（
祝
・
日
）金
沢
流
通
会
館
２

階
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、問
屋
町
街
角

ア
ー
ト
パ
ー
ク
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
開

催
し
た
。こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
、５

月
に
金
沢
美
術
工
芸
大
学
と
締
結
し
た

「
金
沢
市
問
屋
町
の
街
づ
く
り
に
関
す
る

協
定
書
」を
基
に
そ
の
一
環
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
、当
組
合
と
金
沢
美
大
が
主
催
し

た
。

　

協
定
は「
ア
ー
ト
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

た
街
づ
く
り
を
共
同
し
て
行
っ
て
い
く
と

し
た
内
容
で
あ
り
、今
回
、問
屋
町
の
南
西

の
角
に
あ
た
る
旧
交
番
跡
地
の
30
坪
の
空

間
設
計
に
つ
い
て
、金
沢
美
大
の
デ
ザ
イ
ン

科
環
境
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
３
年
生
19
名
が

各
自
の
ア
イ
デ
ア
を
競
い
合
っ
た
。

　

審
査
会
は
、司
会
の
田
中
事
業
戦
略
副

委
員
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、続
い
て

冨
木
理
事
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

審
査
員
の
紹
介
を
行
っ
た
後
、蜂
谷
金
沢

工
業
大
学
教
授
よ
り
審
査
委
員
長
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。引
き
続
い
て
学

生
の
作
品
発
表
に
移
り
、一
人

６
分
の
持
ち
時
間
で
コ
ン
セ

プ
ト
の
発
表
と
質
疑
応
答
を

行
っ
た
。全
員
の
発
表
が
終

わ
っ
た
あ
と
、第
一
次
審
査
で

●
審
査
委
員
長

　
蜂
谷 

俊
雄（
金
沢
工
業
大
学 

教
授
）

●
審
査
員

　
真
鍋 

淳
朗（
金
沢
美
術
工
芸
大
学 

教
授
）

　
坂
本 

英
之（
金
沢
美
術
工
芸
大
学 

教
授
）

　
冨
木 

昭
光（
当
組
合 

理
事
長
）

　
西
川 

英
治（
当
組
合 

事
業
戦
略
委
員
長
）

審
査
員
構
成

青
年
部
会
主
催

５
名
の
作
品
を
選
出
し
、第
二
次
審
査
で

入
賞
作
品
を
決
定
し
た
。

　

今
後
、最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を

（
株
）五
井
建
築
設
計
研
究
所
に
よ
り
実
施

設
計
し
、今
年
度
中
に
施
工
す
る
予
定
で

あ
る
。

19名の学生が発表し
アイデアを競った。

スケッチブックを広げたような
形状、またパレットにも似てい
る。今後制作する芸術作品を展
示することもでき、「アート」を
キーワードに進めていく街づく
り構想にふさわしいという理由
により選出された。

最優秀
作品

最優秀の
高木吉子さん。

【最優秀賞】
高木 吉子さん

【優秀賞】
 本間 愛子さん

【優秀賞】

 姚 瑤さん

【入　選】
飯沼 英美さん

【入　選】
山田 緑さん

●審査結果●

よう 　よう

最優秀賞作品が決定！



　
円
高
が
続
く

今
こ
そ
世
界
に

出
る
時
代
で
あ

る
。上
海
に
進
出

し
た
ワ
タ
ベ
ウ

ェ
デ
ィ
ン
グ（
株
）

は
ケ
ー
キ
入
刀

な
ど
の
文
化
を

中
国
に
持
ち
込
ん
だ
。世
界
に
通
用
す
る
日
本
の

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
育
っ
た
の
は
、口
う
る
さ
い
日

本
の
消
費
者
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

● 

第
４
回 

11
月
27
日（
土
）

　
講
師
／
講
談
師 

講
談
協
会
常
任
理
事 

　
　
　
　
一
龍
斎 

貞
花
氏

　『
上
に
立
つ
人
の
条
件

　
　  

〜
戦
国
武
将
・
歴
史
に
学
ぶ
知
恵
〜
』

● 

第
５
回 

12
月
25
日（
土
）

　
講
師
／（
株
）商
工
中
金
経
済
研
究
所

　
　
　
　
　
取
締
役
所
長 

坂
井 

茂
樹
氏

　『
変
化
は
チ
ャ
ン
ス
』

● 

第
６
回 

平
成
23
年
２
月
26
日（
土
）

　
講
師
／「
納
棺
夫
日
記
」著
者 

青
木 

新
門
氏

　『
い
の
ち
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

　
　  

〜
映
画「
お
く
り
び
と
」に
よ
せ
て
〜
』

　
国
内
経
済
で
は 

①
縮
小
経
済 

②
ほ
し
く
な
い

経
済 

③
上（
の
ぼ
）り
志
向

－

い
か
に
下
ら
せ
る
か

が
鍵
に
な
る
。新
幹
線
が
開
通
す
る
と
便
利
に
な

る
が
東
京
と
同
じ
モ
ノ
を
売
っ
て
い
て
は
駄
目
。B

級
グ
ル
メ
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
重
要
で
、金

沢
で
も
た
だ「
魚
が
お
い
し
い
」で
は
な
く
、「
こ
れ

は
！
」と
い
う
料
理
名
が
必
要
だ
と
い
う
。集
客
ソ

フ
ト
と
し
て
、年
間
8
千
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

る
京
都
を
見
習
え
ば
良
い
と
指
摘
さ
れ
た
。

　
今
後
、国
際
化
は
一
層
大
規
模
に
進
む
が
、そ
れ

は
日
本
の
文
化
を
世
界
に
売
っ
て
い
く
時
代
で
あ

る
と
講
義
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
合

宿
で
の
講
義
。

沈
ま
ぬ
生
き
方

と
し
て「
非
・
常

識
」に
考
え
る

こ
と
が
必
要
と

い
う
。〝
賞
味
期

限
〞が
切
れ
た
常
識
か
ら
は
あ
り
き
た
り
の
成
果

し
か
生
ま
れ
な
い
。常
識
に
囚
わ
れ
る
と
変
化
へ
の

許
容
量
が
小
さ
く
な
る
な
ど
と
説
明
さ
れ
た
。

　
ま
た
企
業
は
一つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
人
ひ
と

り
が
役
割
を
分
担
し
、各
自
が
責
任
を
持
っ
て
成

果
を
上
げ
る
た
め
の「
機
能
体
」組
織
で
あ
り
、「
共

同
体
」組
織
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。企
業
の
格
差

は
価
格
や
資
本
力
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
は
な

く
、自
分
た
ち
の
行
動
力
の
差
で
あ
る
と
強
調
さ

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　  

於
：
湯
涌
創
作
の
森

vol.1
0

キ
マ
ッ
シ
カ
ッ
プ

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
開
催

【結果】

優  

勝  

準
優
勝  

第
３
位

多崎 能成 （有）カタオカテクノ
OUT

41

43

46

41

44

45

82

87

91

10.8

15.6

19.2

IN ネットグロス ハンディ

土合 秀幸 （株）つくーる

中西 一彰 中西（株）

第
６
回
キ
マ
ッ
シ
カ
ッ
プ
・
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
が
９
月

５
日
（
日
）
に
、
28
社
16
組
60
名
が
参
加
し
て
、
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
金
沢
リ
ン
ク
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
競
技

は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
行
い
、
参
加
者
は
各
々
腕
を

競
い
合
っ
た
。

71.2

71.4

71.8

【団体の部】
キ
マ
ッ
シ
カ
ッ
プ

ボ
ウ
リ
ン
グ
開
催

第
５
回
キ
マ
ッ
シ
カ
ッ
プ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
10
月
14
日
（
木
）
に
、
19
社
38
チ
ー
ム

１
１
４
名
（
男
性
71
名
、
女
性
43
名
）
が
参
加
し
、
マ
ン
ボ
ウ
金
沢
に
お
い
て
行
わ
れ

た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
会
場
を
貸
し
切
り
に
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

【個人男子の部】
優　勝
杉本 芳晴 金沢機工㈱Ａ
     382点（190点・192点）
準優勝
松下 竹史
㈶金沢市水道サービス公社Ｂ
     363点（191点・172点）
第３位
井上 隆成 冨木医療器㈱Ａ
     349点（174点・175点）

優　勝
駒井 英津子  ㈱オータニ
     333点（187点・146点）
準優勝
竹林 照美  小川商事㈱Ａ
     262点（146点・116点）
第３位
中西 智美  小川商事㈱Ｃ
     258点（133点・125点）

【個人女子の部】

杉本 芳晴さん

駒井 英津子さん

小川商事㈱
Ａチームの

皆さん

優　勝 小川商事㈱Ａ　 903点（平均得点150点）
準優勝 ㈱オータニ　　 893点（平均得点149点）
第３位 冨木医療器㈱Ａ 869点（平均得点145点）

第
29
回
商
社
対
抗

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

第５回

第36回

商
社
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

㈱つくーるの皆さん、初優勝おめでとうございます！

第
36
回
商
社
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
９
月
11
日
（
土
）
に
、
９
社
９
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
金
沢
市
営
専
光
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ
れ
た
。
決
勝
戦
で
は
初
優
勝

を
狙
う
（
株
）
つ
く
ー
る
が
北
村
電
機
産
業
（
株
）
に
８
対
６
で
競
り
勝
っ
た
。

優　勝 
㈱つくーる

準優勝 
北村電機産業㈱

第３位
㈱キョー・エイ、 ㈱丸菱

最高殊勲選手賞
打撃賞
敢闘賞

寺田 和儀 ㈱つくーる
石田 将之 ㈱つくーる
横山  光
北村電機産業㈱

【結果】
　
本
が
好
き
で
す
。
あ
ち
こ
ち
の
図
書
館

へ
行
っ
て
は
目
に
付
い
た
本
を
手
当
た
り

次
第
に
借
り
ま
く
る
。
な
の
で
、
読
ん
だ

数
ほ
ど
に
は
為
に
な
っ
て
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
で
も
本
は
心
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
時
と
し
て
道
標
と

な
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

　
『
ラ
イ
麦
畑
で
つ
か
ま
え
て
』
。
初
版

か
ら
半
世
紀
を
経
た
今
で
も
、
多
く
の
若

者
に
支
持
さ
れ
る
小
説
。
こ
れ
を
読
ん
だ

当
時
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
背
を
向
け
て
い

た
自
分
を
肯
定
し
て
く
れ
た
気
が
し
て
大

い
に
感
動
し
た
。
と
同
時
に
、
向
き
合
う

勇
気
も
与
え
て
く
れ
た
。
今
、
私
が
コ
コ

に
居
場
所
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
も
こ
の

本
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。
数
年
前
に
村
上

春
樹
氏
の
新
訳
で
こ
の
本
と
再
会
し
た
。

が
、
何
も
感
じ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
し

ら
？
　
年
の
せ
い
？
　
そ
う
い
え
ば
、
最

近
は
本
に
限
ら
ず
映
画
や
音
楽
で
も
感
動

が
薄
く
な
っ
て
き
た
気
が
す
る
。
い
や
、

何
も
感
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
た
だ
昔

の
よ
う
に
ド
カ
ー
ン
と
感
情
の
波
が
押
し

寄
せ
て
こ
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
感
性
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
か
？

　
私
は
旅
人
で
す
。
20
代
で
ア
ジ
ア
を
彷

徨
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
出
張
で
は

あ
る
が
今
も
毎
週
の
よ
う
に
日
本
各
地
を

旅
し
て
い
る
。
先
日
、
大
分
の
臼
杵
へ
行

っ
た
。
途
中
「
臼
杵
石
仏
」
に
寄
っ
て
み

た
。
鬱
蒼
た
る
林
間
に
苔
む
し
た
石
仏
が

幾
体
も
連
な
る
様
は
尊
厳
に
溢
れ
て
い
た
。

聞
け
ば
、
起
源
は
平
安
期
に
遡
る
の
だ
と

い
う
。
人
口
わ
ず
か
４
万
人
余
り
の
こ
の

小
さ
な
港
町
に
い
っ
た
い
ど
ん
な
文
化
が

あ
っ
た
の
か
？
目
を
閉
じ
て
い
に
し
え
を

想
っ
て
み
た
。
す
る
と
じ
わ
っ
と
身
体
が

粟
立
っ
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
初
め
て
の

感
覚
だ
っ
た
。

　
長
崎
で
は
平
和
公
園
に
行
っ
て
み
た
。

爆
心
地
を
前
に
形
ば
か
り
手
を
合
せ
て
祈

り
を
捧
げ
た
。
す
る
と
ま
た
も
や
粟
立
ち

が
起
こ
り
、
や
が
て
震
え
が
き
て
思
わ
ず

し
ゃ
が
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
心
霊
現
象

か
？
と
も
思
え
る
出
来
事
だ
っ
た
が
、
思

い
返
し
て
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
う
ち
に

ふ
と
気
付
い
た
。
若
い
頃
は
た
だ
た
だ
直

感
的
に
感
じ
た
も
の
が
、
年
を
重
ね
そ
の

背
景
に
も
想
い
を
馳
せ
る
意
識
が
育
ち
、

こ
の
奇
妙
な
感
覚
を
生
み
出
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
と
。
だ
と
す
れ
ば
、
感
性
は
老

い
て
退
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ

磨
か
れ
た
と
い
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
考
え
る
と
年
を
取
る
の
も
悪

く
は
な
い
な
と
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

感
性
と
は
退
化
し
て
し
ま
う
も
の
な
の
か
？

エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー

㈱たなかや
専務取締役

田中 清一

第
６
回

見事な優勝を飾った、
多崎能成氏

中
国
古
典
か
ら
み
た

　
　   
　
　  

人
間
学
と
経
営
学
に
つ
い
て

     
名
古
屋
大
原
学
園 

学
園
長 

杉
山 

孝
男
氏

第
１
回
●
７
月
24
日（
土
）

「金沢商人塾」開講式＆例会報告「金沢商人塾」開講式＆例会報告第７期
  

　
社
長
学
と
は

「
社
長
が
企
業
経

営
を
工
夫
し
経

営
性
能
を
高
め
、

社
員
も
社
長
も

共
に
幸
せ
に
な
る

学
問
」で
あ
る
。企

業
幹
部
は
、名
言

や
名
著
を
通
し
て
先
達
の
教
え
を
承
り
、そ
の
教
え

を
改
良
活
用
し
て
現
世
代
の
人
々
を
幸
せ
に
し
、そ

の
成
果
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
学
び
た
い
名
言
と
し
て
、「
全
国
の
お
母
さ
ん
に
あ

か
ぎ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
に
洗
濯
機
を
作
っ
て
い
ま

す
」と
い
う
旧
松
下
電
器
産
業
の
集
団
就
職
の
女
子

社
員
の
言
葉
な
ど
、古
典
以
外
の
言
葉
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
。

　
第
２
部
で
は
同
・
事
務
局
長
の
長
谷
川
義
明
氏
よ

り「
和
紙
清
書
と
名
句
の
活
か
し
方
」の
講
義
を
受
け
、

各
々
気
に
入
っ
た
名
句
な
ど
を
清
書
し
た
。

沈
ま
ぬ
人
生
　
沈
ま
ぬ
経
営

  
　（
株
）日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン
経
営
研
究
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

社
長 

大
塚 

徹
氏

第
３
回
●
１０
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

こ
ん
な
時
代
に
生
き
残
る
企
業
経
営

  

　
　
　
　
　
　   

経
済
評
論
家 

西
村 

晃
氏

第
２
回
●
９
月
18
日（
土
）

32
名
の
塾
生
を
迎
え
て
開
講今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
７
期
「
金
沢
商
人
塾
」
は
、
７
月
24
日
（
土
）
に
32
名
の
塾
生
（
組
合
員
７
名
、
外
部
25
名
）
が

参
加
し
て
、
開
講
式
と
第
１
回
講
演
を
開
催
し
た
。
開
講
式
で
は
、
金
沢
市
産
業
局
商
業
振
興
課
の

桶
川
課
長
に
続
い
て
冨
木
塾
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
第
１
回
の
講
義
に
移
っ
た
。

各々が気に入った名句などを毛筆で清書
した。毛筆の効用は「深沈厚重（落ち着いて
深みのある）」天下第一等の人物をつくる
ことにある。↑


